
令和３年３月取材 

  

障がいのある人の雇用に取組む 

株式会社Ｆｕｊｉｔａｋａ 

(京都市下京区) 
「京都はあとふる企業」です 

                      

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【障がい者雇用の経緯】 

  雇用に際して障がい者の枠は設けていません。 

在職中に疾病等で障がい者となった人に、続けて 

働きたいという本人の気持ちと意欲を尊重し、身 

体の状況を考慮しながら働いてもらっています。 

全員が内部障害(身体障がい)の人で、雇用条件等 

において他の社員と異なることはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

【将来の障がい者雇用の検討が課題】 

                       透析を受けている人やペースメーカーを装着している人

など７人が働いています。 

通院等のための勤務時間を配慮しており、仕事は周りの

社員の理解と協力でカバーしています。それ以外で特に配

慮していることはありません。 

全員が営業職や事務職です。この人たちも 50 代、60 代

と高齢化が進んでおり、障がい者雇用の継続という観点か

らは、将来の障がい者雇用のあり方を検討していくことが

課題となっています。 

【主な事業内容】商業施設関連、省力化機器、病院・福祉・住宅設備 

【障がいのある人の主な仕事】営業職、事務職 


